













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（International Board on Books for Yong People.  国際児童図書評議会）の
フィンランドともつながりが深く、児童文学の面で日本とフィンランドと
の交流に尽力したことを知った。
　ともあれ、多くの友人知人から「かよ」「かよさん」と慕われた彼女が亡
くなって10年の歳月が過ぎ去った。そして、この間には東日本大震災が起
こった。東日本大震災では彼女の故郷宮城県仙台も被災した。
　いろんな想念が湧くが、わたくしは何気なく見出した米田佳代子の書簡
を読みながら、故人をしのび、また、自分のことを思う。幾人もの故人へ
の思いを胸にしまいながら、人は生き続ける。それしかあるまい。
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第39講　終りの言葉
　日本語教学法の締め括りの文章が、いささか湿っぽくなったが、これま
で七十年の人生において、現実に会った人もいれば、書物の中だけで知り
得た人もある。たくさんの人から影響を受け、ここまでやって来た。自分
が他者にどんな影響を与えたかについては、ほとんど知ることがない。
　人や、人の書いたものから影響を受けるには、やはり、言葉を介さなく
てはならない。この「言葉を介して」物事を知るという一点に限れば、わ
たくしがやってきたことは、あながち無意味なことばかりではなかったの
ではなかろうか、そんな気がしている。
〈参考〉連載「新概念　日本語教学法」総目次及び関連論稿目次
総目次　新概念日本語教学法
〈発表年・発表誌〉
第一部　　　　2006年　第55巻第1号＊埼玉大学教育学部紀要
第二部（1）　2007年　第56巻第２号＊同上
第二部（２）　2008年　第57巻第1号＊同上
第三部（1）　2008年　第57巻第２号＊同上
第三部（２）　2009年　第58巻第２号＊同上
第三部（３）　2010年　第25巻第1号＊白鷗大学紀要
第四部　　　　2015年　第９巻第２号＊白鷗大学教育学部論集
第五部　　　　2016年　第10巻第1号＊同上
　［関連論稿］　言語文化教育研究の基礎　　具体例と提言　　　2006年
　　　　　　　第55巻第２号
　　　　　　　＊埼玉大学教育学部紀要
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新概念　日本語教学法第五部
〈内容細目〉
第一部
　　第1講　この講義の目的
　　第２講　クラスのみんなとはじめて会った
　　第３講　イタリアの田舎で道に迷った
　　第４講　歌をうたって中国語を覚える
　　第５講　タンポポについて　　　自然と人間の関係を考える　　
　　第6講　日本語の詩を教材にして
　　第７講　日本語初級の授業を見て
第二部（1）
　　第8講　大学生対象の説明文読解授業
　　第９講　日本語を母語とする学習者への母語教育と国語教育
　　　　　　　　　差異点と共通点　　
　　第10講　言語教育における学力　　　知識・認識　　
　　第11講　子どもの言語習得過程
　　　　　　　　　思考の発達に随伴する言語発達　　
　　第12講　ピアジェとヴィゴツキー
　　第13講　言語教育の目標と方法
　　　　　　　　　「個人の思考」と「コミュニケーション」　　
　　第14講　認識の各段階（感覚及び運動・イメージ・概念）に関わる言語
第二部（２）
　　第15講　子どもの絵画表現と作文表現
　　第16講　我が読者論と現下の教育課題
　　第17講　読書の指導
　　第18講　比べ読みの実際
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第三部（1）
　　第19講　人はなぜ書くのか
　　第20講　熱中して書くこと　　　その場をどうやって作るか　　
　　第21講　「おどろく心」と「書く内容」の充実
第三部（２）
　　第22講　「おどろき」と文章表現
　　　　　　　　　高村光太郎における詩の発想　　
　　第23講　絵画表現と物の見方　　　山本鼎と寺田寅彦　　
　　第24講　ニイルの「フリー・スクール」と子どもたちの「創造性」
第三部（３）
　　第25講　創造性を開発する文章表現指導
　　第26講　課題作文にどう立ち向かうか
　　第27講　有名人の子育てに関する心理的問題
　　第28講　フランスとイギリスにおける人間形成
　　第29講　欧米諸国と比べた日本の教育課題
第四部
　　「創造性」を生む方法と環境ほか
　　第30講　「思考の柔軟さ」を生むブレイン・ストーミング
　　第31講　寺田寅彦の文章における「切り上げ」テクニック
　　第32講　寺田文章研究のまとめと追記　　　「三上」ほか　　
　　第33講　志賀直哉の「創造性」論
　　　　　　　　　文章に現れる作者の「精神リズム」
　　第34講　西尾実と二つの指導観
　　第35講　西尾実指導観の根底に潜むもの
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新概念　日本語教学法第五部
第五部
　　連載のまとめとして
　　第36講　『子供の見た欧羅巴』と『月明学校』
　　第37講　郷土の先人　　　桑原武夫先生のことなど　　
　　第38講　文芸創作と学問研究　　　米田佐代子さんのことなど　　
　　第39講　終りの言葉
［参考］　言語文化教育研究の基礎　　　具体例と提言　　　
　　　1．前言　　　筆者の研究歴と本稿の位置　　
　　　２．言語文化教育研究とは？
　　　３．教材研究の周辺　　　芸術としての文学をどう受容するか：
　　　　　　　　　　　　　ラスキンの芸術論を手がかりとして　　
　　　４．実践報告の一例　　　『黄金河の王様』（ジョン・ラスキン作）
　　　　　　　　　　　　　の学習指導　　
　　　５．提言Ⅰ　　　今求められる読解リテラシー：
　　　　　　　　　PISA2000の波紋　　
　　　6．提言Ⅱ　　　翻訳力と言語文化教育の課題：
　　　　　　　　　亀井俊介氏の旧著にふれて　　
　　　７．提言Ⅲ　――日本語と英語、二つの言語の交叉：
　　　　　　　　　言語教育としての接近　　
　　　8．結語
　目次を通観してわかるように、この講義はもともと、外国（特に東南ア
ジア）で日本語を学ぶ外国籍の児童生徒、及び日本国内にいる外国籍の児
童生徒、さらに外国から日本に帰って来た帰国児童生徒を対象に「日本語・
日本文化の授業」を行うためのテキストとして執筆を開始したものである。
また、それは当然、そのような学習者を指導する教員のための教科書も兼
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ねるものにしたいと意図した。しかし、執筆するに従って、どんどん範囲
が広がって、それは国際化の観点から、「日本国内の国語教育」を改革する
視点を提供するような形となった。
　計画的に連載を行ったというよりも、関心の赴くままに自由に執筆した
というのが、正直なところである。だが、わたくしの関心は自ずと表れ、
「読むこと」「書くこと」「文学（特に詩）」等の領域に偏ったところがある。
「話すこと」「聞くこと」の領域に進む計画もあったが、それは実現せずに
閉じることになる。残念であるが、紙数に限りがある以上、致し方あるま
い。しかし、今、こうやって第1講から順にたどってくると、「絵画表現
と文章表現」「おどろく心」「創造性の開発」などといったことに強くこだ
わっているのが、よくわかる。自分で自分を把握することが、このような
連載を通して行えたというのが、わたくしの「ひそかな喜び」である。
　また、最後の第五部は、わたくしの郷里の尊敬する「偉人」を取り上げ
て、言葉で表現することの意味とその喜びを追認した。極めて恣意的な終
わり方であるが、ご寛恕いただければ幸いである。
　連載開始から、ほぼ十年経とうとしている今、回想にふけっている暇は
ないが、これまでの読者の皆さんにお礼を申し上げ、締めくくりの言葉と
する。
